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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされる酵素は多機能タンパク質です。その主な機能は、NADPH存在下でアセチルCoAとマロニルCoAからパルミチン酸を長鎖飽和脂肪酸へと合成する反応を触媒することです。一部の癌細胞株では、このタンパク質がエストロゲン受容体α（ER-α）と融合していることが発見されており、FASのN末端がER-αのC末端とインフレームで融合しています。 [RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：（3R）-3-ヒドロキシアシル-[アシルキャリアタンパク質] + NADP（+）= 3-オキソアシル-[アシルキャリアタンパク質] + NADPH。、触媒活性：（3R）-3-ヒドロキシパルミトイル-[アシルキャリアタンパク質] = ヘキサデカ-2-エノイル-[アシルキャリアタンパク質] + H（2）O。、触媒活性：アセチルCoA + [アシルキャリアタンパク質] = CoA + アセチル-[アシルキャリアタンパク質]。、触媒活性：アセチルCoA + nマロニルCoA + 2n NADPH = 長鎖脂肪酸 + （n+1）CoA + n CO（2） + 2n NADP（+）。、触媒活性：アシル-[アシルキャリアタンパク質] + マロニル-[アシルキャリアタンパク質] = 3-オキソアシル-[アシルキャリアタンパク質] + CO(2) + [アシルキャリアタンパク質]。,触媒活性：アシル-[アシルキャリアタンパク質] + NADP(+) = トランス-2,3-デヒドロアシル-[アシルキャリアタンパク質] + NADPH。,触媒活性：マロニル-CoA + [アシルキャリアタンパク質] = CoA + マロニル-[アシルキャリアタンパク質]。,触媒活性：オレオイル-[アシルキャリアタンパク質] + H(2)O = [アシルキャリアタンパク質] + オレイン酸。,機能：脂肪酸合成酵素は、アセチルCoA、マロニルCoA、およびNADPHからなる多機能タンパク質。この多機能タンパク質は7つの触媒活性とアシルキャリアタンパク質を有する。,その他：β-ケトアシルシンターゼ活性が比較的低いのは、タンパク質中の4'-ホスホパンテテイン含有量が低いためと考えられる。,配列注意：複数の配列エラーがある。,類似性：1つのアシルキャリアドメインを含む。,細胞内局在：質量分析法によって、ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画で同定された。,サブユニット：頭尾方向に配列したホモ二量体。,組織特異性：普遍的。脳、肺、肝臓で顕著に発現する。,
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	A549細胞溶解液の脂肪酸合成酵素抗体を用いたウェスタンブロット分析
	

	1：1000に希釈した脂肪酸合成酵素ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
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	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

